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研究成果の概要（図・グラフは使用しないこと） 

 

◯脳内の様々な領域におけるmTORシグナリングに対する運動の影響 

 

 運動が学習や記憶能力を高め，不安や鬱などの心理的障害に対して耐性を発揮することがこれまでの研究で分か

っている．しかしながら，強制運動と自発運動の違いや脳内での詳細なメカニズムについては明らかになっていな

い．そこで本研究では，栄養状態や増殖因子，ストレスなどのシグナルを結合し，細胞の成長と代謝を制御するネ

ットワークにおいて重要な働きを担っているmammalian target of rapamycin（ｍTOR）に注目し，強制及び自発

運動に対する脳内の様々な部位の影響を分析した． 

 ラットを自発運動群，強制運動群，コントロール群（運動無し）の3群に分け，6週間飼育した後，ｍTORニュ

ーロンを免疫組織化学にて分析した．分析部位は認知に関与する前頭前野，行動に関与する線条体，記憶に関与す

る海馬，歯状回領域，体温調節に関与する視床下部領域，情動に関与する扁桃体である． 

 全ての部位にて自発運動，強制運動共にコントロール群と比較してｍTORニューロンの増加が認められたが，強

制運動と比べると自発運動のほうがより効果が認められた． 

 結論として，ｍTORシグナリングは運動によって惹起され，運動（特に自発運動）が認知機能や体温調節，メン

タルヘルスに貢献することが明らかになった． 

 （Lloyd et al., Behavioural Brain research, 323, 56-67, 2017.） 
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◯体温調節機構に関与する脳部位及び脳内神経伝達物質の解明 

  

 我々ヒトを含む恒温動物は，個体内部の熱産生量が増えた時や外界の温度が変動した時に，深部体温を一定の範囲

内に保つ体温調節機能を備えている． 脳内の調節機構には，神経細胞を促進または抑制する神経伝達物質の働きが極

めて重要である．これまで本研究者が日本で行ってきた体温調節機構に関与する脳部位及び脳内神経伝達物質の研究

成果をまとめ，論文投稿を行った． 

 

 まず，体温調節機構におけるセロトニン（5-HT）の役割を解明するため，マイクロダイアリシス法とテレメトリー

法を用いて5-HTの細胞体が存在する正中縫線核（MRN）及び背側縫線核（DRN）の神経活動を抑制した時の体温調節

反応を報告した．MRNとDRNの体温調節に関する差異は認められなかったが，行動の調節に関しては両部位で反対の

役割であることが明らかになった．RNとDRNの体温調節における役割は熱産生と熱放散の両方に関与することを明ら

かにした．（Ishiwata et al., NeuroReport, 27, 1287-1292, 2016.） 

 

 次に，熱産生に関与する視床下部の腹内側核（VMH），背内側核（DMH），後視床下部（PH）の役割や差異，脳内神経

伝達物質の関与について報告した．通常温度環境下では，これらの部位は活性化していないが，寒冷温度環境下では

DMHとPHが特に関与しており，DMHの5-HT，PHのドーパミンがその調節に関与している可能性を明らかにした． 

 （Ishiwata and Greenwood, Journal of Comparative Physiology B, in revision） 

 

 最後に体温調節における熱放散（皮膚血管調節）に関与する腹側被蓋野（VTA）の役割，脳内神経伝達物質の関与

について報告した．その結果，VTAは体温調節機構において重要な部位であり，VTAの5−HTが熱放散の調節に関与す

る事を明らかにした．（Ishiwata, Hasegawa and Greenwood, Neuroscience Letters, in submission） 
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